
東日本大震災 被災地社叢復興作業見学と報告会 ご案内 

2012 年２月 NPO 法人社叢学会 

 

NPO 法人社叢学会では、東日本大震災被災地の社叢調査を続けてきましたが、このほど地球環境基金

の助成金を得て、2 カ所の社叢で修復作業に取り掛かることとし、作業見学会とこれまでの調査の報告

会を下記の通り開催いたします。 

被災地での社叢の状況をご覧になっていただき、社叢学会の取り組みをご理解いただく機会です。遠

路ではありますが、ぜひご参加ください。 

記 

日 時：2012 年 3 月 14 日(水)  

集合時間・場所：9：15 JR 仙台駅前 ダイワロイネットホテル仙台 ロビー 

訪問先(専用バスで移動)：狐塚(仙台市若林区荒浜)・八重垣神社(山元町)＝社叢修復作業 

 竹駒神社＝活動報告会 

定 員：先着 20 名 

スケジュール： 

9：30 出発 車中で狐塚について説明 

10：30～11：30 狐塚における土壌改良作業 

11：30～13：30 狐塚出発 仙台平野の状況を見学しながら八重垣神社へ（車中で昼食） 

13：30～14：30 八重垣神社における残存樹林調査と土壌改良作業 

14：30 八重垣神社出発  

15：00～17：00 活動報告会 

15：00～15：05 

15：05～15：25 

15：25～15：45 

15：45～16：05 

16：05～16：25 

16：25～16：45 

 

開催挨拶：千葉博男・竹駒神社宮司 

報告１：社叢が育む地域コミュニティ 薗田稔副理事長 

報告２：被災地社叢調査の概要 渡辺弘之理事 

報告３：社叢の土壌改良について 伊藤和男・大阪府大高等工専教授 

報告４：社叢復興計画の概要 糸谷正俊理事 

報告５：狐塚と八重垣神社社叢の現状と修復方法 

 有田和實・社叢インストラクター 

16：45～17：00 意見交換 

17：10～18：30 参加者交流会：参集殿 

18：30 竹駒神社出発 仙台駅へ 

 

以 上 

 

狐塚                  八重垣神社 



（２）仙台・荒浜の狐塚／使者の休憩所、ほぼ無傷 

 3月 11日の大津波で壊滅的な被害を受けた

仙台市若林区の荒浜地区。ここに古くから伝わ

る「狐塚」が、ほぼ無傷の状態で残っている。 

＜周りに浸水の跡＞ 

狐塚があるのは、海岸から約 1km離れた田ん

ぼの中。すぐそばを県道塩釜亘理線が通る。こ

んもりと 1.5mほど周囲より高く、ほこらと小

さな鳥居を松が取り囲む。地元には、竹駒神社

（岩沼市）と塩釜神社（塩釜市）を往来する「お

キツネ様の休憩所」と伝えられてきた。 

 狐塚の周りは浸水した跡が残り、倒れた木が転がる。

狐塚より400mほど海に近い市消防局荒浜航空分署の屋

上に避難したという消防署員は「北東から津波が流れ

込み、狐塚の辺りものみこんだはずだ」と、その日を

思い返す。 

＜所有男性犠牲に＞ 

 なのに、何事もなかったかのように姿を保つほこら

や鳥居。住民の間では以前から、この周辺は交通事故

が多い場所として知られてきた。 

 荒浜北町内会の早坂勝良会長(70)は「航空分署が盾

のようになったのかもしれないが、被害がほとんど無

いように見える。交通事故が多かったことといい、不

思議な感じがする」と住民の気持ちを代弁す

る。 

 狐塚の土地を所有する男性は、仕事中に車

ごと津波に流され、犠牲になった。「ほこら

は 17年ほど前に夫が建てた。丁寧に手入れを

してきたほこらだけが残った。夫は守っても

らえなかった」。男性の妻(67)は、複雑な胸

の内を明かした。 

 
河北新報ニュース 2011 年 05 月 26 日木曜日 

 
津波の被害を免れた狐塚。近くには浸水の跡が残る＝

仙台市若林区荒浜 

 
「おキツネ様の休憩所」と伝えられるほこ

らと鳥居 

 



【訪問日】2010/09/23,2011/03/08 

 地震後に新聞に掲載された浪分神社と狐塚の地震前の姿。 

 

  

  

  

祠は小ぢんまりとしていました。 

 2011 年 5 月 26 日付の河北新報には「竹駒神社と塩釜神社を行き来する『おキツネさまの休憩所』と

伝えられてきた」と記されています。それが本当であったかどうかはさておき、狐塚という地名は全国

に存在します(市バス東部工業団地線の終点も「狐塚」ですね)。民間信仰において狐は田の神の使いだ

と考えられ、元は田の近くに塚を築いて祭場とし、後に稲荷神を勧請して祠を建てたりしました

(Wikipediaより)。この場所もよくある祭場のひとつだったのでしょう。お社は 17年ほど前に造られた

そうですが、その前から小さな石祠や石碑の類はあったのではないでしょうか。 

狐塚。左側は県道塩釜亘理線。近づけ

る道が無く、ぬかるんだ畦を歩くしか

ありませんでした。 

私の大っ嫌いな蜘蛛が大量にいました。 
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説
、

こ
の
援
の
付
近
を
一
杯
告
げ
ん
で
一
人

の
莞
が
手
土
産
を
ぶ
ら
下
げ
や
っ
て
来

た
。
あ
た
り
は
明
る
く
遺
方
ま
で
呈
え

る
の
紅
、
ス
タ
ス
タ
と
後
ろ
か
ら
足
奮

が
近
づ
務
だ
れ
か
が
溜
り
過
ぎ
て
持
つ

止
。
縮
減
に
か
け
な
が
ら
細
川
唱
す
答
と
世
帯

土
趨
の
魚
が
企
部
お
い
。
「
ア
ッ
あ
の
時

・
か
」
と
は
後
の
競
り
。

こ
れ
く
ら
い
だ
と
笑
っ
て
す
ま
せ
ら


れ
る
が
、
で
は
次
の
お
簡
を
。


第
七
結

掠
に
化
か
さ
れ
た
器

線
絡
を
ば
い
じ
め
併
し
て

北
か
さ
れ
る

こ
れ
も
満
月
の
晩
、
明
る
い
が
怒
況

の
悪
い
馬
車
潜
在
、
ご
祝
儀
繍
り
の
羽

議
姿
で
の
一
杯
き
げ
ん
。
手
に
土
産
の

題
呂
敷
持
っ
て
弧
塚
に
か
か
る
。
「
間
輔
さ

れ
る
も
の
か
、
キ
ツ
ネ
め
出
て
見
ろ
」
と

つ
ぶ
や
い
た
ら
、
ナ
ン
ト
、
濃
い
還
を
た
一

ら
し
サ
ッ
と
現
れ
た
。
「
こ
の
野
部
」
と

持
っ
て
い
た
揺
を
投
げ
つ
け
、
逃
げ
る

獄
畿
獲
に
織
し
た
。
安
堵
し
帰
宅
を
急

ぐ
と
、
開
明
る
い
潜
在
前
方
よ
り
灘
人
が

や
っ
て
く
る
。
縮
め
化
け
た
な
?
と
近

「
人
鱗
記
鉄
砲
者
向
け
構
す
と
は
鍔
ご
と

づ
く
と
、
瞬
村
の
皆
の
恋
人
で
試
な
い

陣
畿
大
に
し
狐
敬
り
在
止

か
、
と
患
っ
た
瞬
間
、
カ
が
抜
け
筑
持
ち

が
グ
ニ
ャ
リ
。
そ
の
後
は
恋
人
も
脱
い

で
、
「
い
い
湯
だ
な
」
。

こ
の
後
が
悪
い
。
湯
上
が
り
で
一
一
議

瀧
が
ま
わ
り
、
難
物
も
土
産
も
な
し
の

織
線
、
そ
れ
も
慣
が
け
の
楽
し
答
。
締

結
後
、
続
人
が
何
戚
滞
在
か
け
て
も
略

事
な
し
、
一
応
無
に
腐
っ
た
の
は
強
詰
め

夕
方
。
祖
母
が
お
明
神
話
ま
に
お
癖
り

J

K

鉄
恕
を
出
向
け
て
、
「
撃
つ
ぞ
、
文
均
を
蓄

っ
て
る
と
撃
つ
ぞ 

」
と
脅
し
た
。
気

の
強
い
紬
愚
母
は
怯
え
る
こ
と
獄
く
、

で
ガ
ス 

し
、
許
し
を
乞
う
た
後
だ
っ
た
。

C
K
 f


第
八
諮

な
い
か
。

一
人
だ
っ
た
曾
祖
母
誌
、
そ
の
筑
間
叫

ン
タ
燐
仰
し
て
ん
の
ッ
シ
令 

お
ら
え

の
山
で
神
機
離
っ
と
拭
持 

で
ガ
ス
、

や
め
サ
イ
!
」
作
識
に
夢
中
に
な
っ
て

い
た
一
一
人
誌
、
良
心
部
勢
め
も
お
っ
た

の
か
相
当
び
っ
く
り
し
た
よ
う
で
、
「
お

に
骨
闘
う
襲
、
俸
の
勝
手
だ
、
文
句
あ
っ

め
諒
せ
よ
う
と
し
た
が
、
鰐
…
… 
λ
に
は

対
抗
で
惑
な
い
と
思
い
、
制
制
を
心
配
し

な
が
ら
逃
げ
帰
っ
た
。

後
告
、
鉄
砲
で
脅
迫
し
た
こ
と
と
、
お

額
荷
さ
ま
に
謝
罪
し
な
い
こ
と
に
よ
む

裁
判
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
和
解
と
な

っ
た
の
は
よ
か
っ
た
が
、
こ
の
男
瀧
は

換
に
、
慨
殺
悲
し
て
か
ら
盤
患
い
と
な

る
鍛
り
が
め
っ
た
と
鍛
え
ら
れ
て
い
る
。

曽
祖
母
の
行
い
と
先
端
よ
り
の
俄
仰

に
よ
り
、
そ
の
後
の
子
孫
に
菰
の
懸
越

し
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
山
内
容
が

楽
し
く
臨
白
い
も
の
な
の
で
一
一
穏
と
九

精
に
紹
介
し
た
。

勝
九
締b

/

叙
ハ
凡
の
諾

一
満
月
刊 

叫
ブ
ジ
ル
だ
め
ど
殺
に
化
け

一
大
正
の
初
め
、
八
轄
の
曾
祖
母
の
孫

一
で
私
の
毅
父
に
あ
た
る
当
家
の
次
輿
坊

叫
が
、
農
学
校
を
卒
業
し
て
間
も
な
く
ブ

A
m

一
フ
ジ
ル
開
拓
を
夢
見
た
。
親
の
反
対
に

も
め
げ
ザ
波
紋
の
決
意
は
堅
か
っ
た
。

あ
る
満
舟
の
夜
更
け
の
こ
と
、
雄
所


の
成
い
樹
縫
が
真
岬
祉
の
よ
う
に
明
る
く


な
り
、
}
大
惣
の
躍
に
も
枇
い 

憶
の
光


の
中
か
ら
符
か
が
税
れ
た
。
こ
れ
に
岬


び
起
こ
さ
れ
た
次
男
訪
は
、
鹿
に
瀧
み


出
て
正
座
し
「
お
穏
荷
さ
ま
の
一
冨
う
溜


り
、
行
き
ま
せ
ん
よ
と
深
々
と
頭
を
下


げ
な
が
ら
答
え
、
し
ば
ら
く
座
っ
て
い


た
が
、
や
が
て
鞘
臨
む
廃
り
臨
り
こ
け


た。



…
絡
に
識
で
い
た
輪
開
祖
侍
は
、
械
が

盤
叫
が
狂
っ
た
と
わ
め
窓
、
親
中
大
麟
留

に
な
っ
た
が
、
本
人
は
盟
々
自
の
酬
明
ま

曾
祖
母
よ
り
縄
い
た
諾

狐
穴
鱗
を
そ
な
え
て
冬
き
む
し

戦
ら
れ
て
お
綿
拙
刊
さ
ま
も
予
が
鍛
え

瞬
時
が
盤
し
は
じ
め
た
広
い
瀦
沿
い

の
さ
わ
や
か
な
松
林
。
そ
の
ご
織
に
あ

る
稲
荷
明
神
さ
ま
に
、
融
制
皐
く
・
お
欝
り

に
来
た
曾
祖
母
は
、
績
む
ら
れ
な
い
異

常
な
光
景
を
自
に
し
た
。
ニ
人
の
男
が

鞘
穴
を
ふ
詰
ぎ
、
別
の
穴
よ
り
鹿
山
織

の
水
後
汲
み
入
れ
、
山
山
口
の
穴
で
お
弧

諮
絞
殺
仕
問
問
め
よ
う
と
し
て
い
る
で
誌

に
の
ま
れ
立
ち
す
く
む
ば
か
り
で
あ
っ

た
が
、
持
ち
山
の
松
林
立
棲
む
揺
さ
ま

を
、
先
祖
代
々
抵
を
建
て
穏
禽
暁
神
と

し
て
絶
っ
て
き
た
悪
い
措
滞
納
仰
心
よ
り
、

身
を
嘗
い
鵡
こ
し
て
声
費
出
し
た 
b

「ア

か
!
L
と
怒
鳴
り
声
を
あ
げ
、
曾
強
習
に

i



罷

脊

概

儀

所 

t

…

一

社

持

拡

耽

品
相
金
お
努
事
'
ヤ
品
目 

一伊、
 

M
L で

織
り
続
け
た
。
ニ
日
後
間
判
僻
凡
な
い
顔

J
で
離
さ
て
来
た
次
男
訪
は
、
「
タ
ペ
、
お

稲
荷
さ
ん
の
使
い
の
揺
さ
ま
が
離
宮
の

U
F

報
せ
の
た
め
天
女
に
な
り
や
っ
て
き
て
、

明
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
今
殺
行
痛
が
あ
る
か

i

ら
、
行
く
の
は
止
め
な
さ
い
ぷ
と
雷
同
つ

の
マ
、
吋
ハ
イ
ツ
、
止
め
ま
す
o
h

と
答
え

]
{
C
m
w
ω

た 

と
一
一
一
一
同
う
。
毅
披
は
、
憲
く
や
ら
、

安
心
す
る
や
ら
、
暫
ら
く
の
鱒
た
だ
ア

黙
と
し
て
い
た
。
設
犠
母
瀧
は
お
稲
荷

e

さ
ま
に
感
離
し
、
当
家
の
持
ち
仰
で
め務浜弧線


る
松
林
の
鶴
祷
間
鴨
神
さ
ま
め
社
告
新
し


く
改
穆
し
た
。


十
余
年
後
、
こ
の
次
男
は
輩
離
を
鞍


離
し
、
宮
浮
に
就
離
職
し
た
。
こ
れ
を
機


、
蹴
開
兄
達
と
お
繍
携
さ
ま
の
社
を
権


復
し
、
コ
ン
ク
リ 

ト
栂
を
殺
穫
し
、
感


謝
の
競
り
を
附
掘
し
た
。
昭
和
相
八
年
十
ニ


月
の
こ
と
で
あ
答
。


そ
の
後
、
提
好
壊
・
沿
い
に
島
る
こ
の


抵
誌
「
汀
沈
穏
荷
大
明
神
」
と
命
名
さ


れ
、
荒
浜
の
議
藤
齢
制
三
郎
却
さ
ん
位
の
有


恵
の
手
に
よ
り
穏
和
六
十
年
六
月
に
新


擁
さ
れ
た
お
新
し
い
お
社
試
識
経
葺
き


謹
壌
で
木
の
欝
も
高
く
、
周
り
の
紅
議


と
共
に
静
か
に
貞
山
壌
の
水
聞
広
換
え


て
い
る
。


む
」
い
ヤ
が
仙
川
什
け
潜
一
円

・
∞
-。1

時
一
掃
除
件
、 

・
呪
唱
、
へ
て
鴎 

瀬
均

、，，」、、剛、-句、，，

附

榊

桝

糊

精

動

機

間

断

対

附

H
f

峰、，
m
H

淵

稲

州

制

稲

鵠

総

合

社

訪

絡

機

州

問

劃
一
切 

献
山
誠
一
側
一
脈
…
誠
榊
御
航
路
網

調
印
お
浜
畑
…
蹴
…
則
一
燃
酬
し
向
日
以
一
鰍
湖
沼
…
純
一
字
次
紘
一
味

i

郷
閣
制
新
同
庁
制
他
滋
伯
曜
傑
伏
燐
山
湖
沼
…
俄
媛
椴
伏

山

内

明

@

@

制

@

働

制 

φ

鋪

n
H 第

十
銭

狐
の
椋
入
り
ム
ヰ
即
日

ロ
の
池
猟
火
ど
な
る
嫁
入
り
か

総
和
の
初
め
壊
に
は
、
春
よ
り
秩
口

に
か
け
て
の
常
時
分
、
掘
塚
の
付
近
に

よ
く
狼
火
「
楓
の
嫁
入
り
い
が
見
ら
れ
た
。

拡
が
子
供
の
頃
に
践
た
と
き
は
、
怖

い
も
の
を
兇
た
鷲
き
と
共
に
、
撲
好
の

火
が
織
に
一
列
立
並
ん
だ
よ
う
記
見
え

た
の
を
覚
え
て
る
。
そ
れ
詰
つ
い
た
り

消
え
た
り
、
消
え
た
か
と
思
う
と
、
制
問
な

っ
た
方
に
現
れ
た
り
し
た
。
キ
ツ
ネ
の

の
ア
つ
が
光
る
の
だ
と
祖
母
か
ら
教


え
ら
れ
た
。


近
年
ハ
一
九
七
七
年
〉
、
組
火
は
先
の

異
常
患
捺
現
一
線
仰
い
よ
苔
と
の
説
が
持
続

さ
れ
川
十
今
ば
出
品
説
と
怠
っ
た
。
議
諜
の

狼
火
も
、
爵
上
街
議
沿
い
に
走
行
し
て

い
た
客
療
の
灘
灯
が
、
名
取
川
と
そ
の

高
い
堤
防
の
地
形
に
よ
り
鰐
折
を
起
こ

し
た
現
象
と
私
は
考
織
し
て
い
る
。

こ
の
模
火
は
、
も
う
ニ
度
と
見
る
こ

と
は
で
議
本
い
の
だ
ろ
う
か
。
蹴
新
知
的
団

地
の
襲
道
沿
い
ぬ
一
制
的
立
並
ん
だ
一
一
十

本
の
熊
明
灯
ほ
、
現
代
の
揺
火
か
。
器

地
の
民
家
の
明
り
も
満
天
の
農
の
光
の

よ
う
な
緩
や
か
さ
で
、
こ
の
糠
火
を
盛

宇
佐
敏
つ
灘
路
穀
明
灯
が
明
擁
し
て
く
れ

た
な
ら
、
「
弧
の
嫁
入
り
」
と
怠
っ
て
東

A
U

に
獅
塚
広
報
俊
一
鍛
え
て
く
れ
る
だ
ろ
目
立

今
は
せ
め
て
「
狐
の
緯
入
り
」
の
誌
を
こ

の
組
患
の
名
と
多
く
の
諒
承
と
共
に
、

l
H
m
w
m
w
M

¥
W
H
1

末
永
く
籍
り
伝
え
て
い
き
た
い
。

一
列
に
並
ぶ
お
繍
祷
さ
ま

古
く
か
ら
こ
の
辺
り
は
稲
構
務
神
信

仰
仰
が
盛
ん
で
あ
る
。
竹
駒
神
社
が
こ
の

地
に
近
い
こ
と
、
ま
た
国
の
神
様
で
あ

る
こ
と
に
よ
り
え
農
業
生
活
に
密
着
し

C

た
健
備
と
し
て
住
民
の
心
の
中
で
一
長
年

の
う
ち
に
高
撤
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

現
在
で
も
壁
敷
神
と
し
て
多
く
の
農
家

に
舘
ら
れ
て
い
る
。

不
思
織
な
こ
と
に
、
こ
の
辺
り
に
点

複
す
る
お
揺
荷
擦
の
お
社
は
勃
鞠
神
社

と
荒
浜 

袈
線
転
総
ぷ
一
線
上
に
並
ん

で
い
答
。
持
か
意
味
が
あ
り
そ
う
で
あ

る
。
お
翻
譜
さ
ん
が
竹
鵜
神
社
か
ら
策

誤
ま
で
通
る
道
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

延
長
綿
ょ
に
も
定
表
選
び
翻
べ
た
と


こ
ろ
、
需
拡
太
由
鉱
路
郎
丸
に
一
一
社
。


北
詰
七
ヶ
浜
簡
に
一
一
一
社
、
議
盤
務
に
七


社
、
松
島
町
に
二
社
が
あ
っ
た
。
議
然


の
一
致
か
も
し
れ
な
い
が
、
更
に
興
味


の
引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
コ
ン
コ


ン

。

〈

加

藤

豆

明

)


性
骨
叶 

潜
一
山
卦
用
冷
い 

去
「
昨
融
制
丸
〉
今
時
品
川
諮
蔀
斗
向
山

除
冨

‘
り
ょ
げ
て
い
る
。
こ
の
高
い
投
畿
に
光

繭
開
。
∞
∞ 
l

M

M

W
叩 

l
i

r
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う。 お縫いを?でも与う@盆;1EF.lli細谷例入織を織に入れ，係える。現在大� Bi峨八銭

このキゲネ持軍は� 2華子で狩っていた鯵綴があり，告語t幹事長い訟をたてたというこ二とでおるだ， 機1;1:細谷家のE壁数衿として品目っている。

走事事として右織に絞っていたがその土地会交換したため骨の品語Eま，中沢京のi石海(f)日陸軍幹線� こ。:;>1.野で総ることになZぞの後� 

また，;Jrを新築しえがその時縫釜lζ予約しておいた火繰住用"i.草委ヨ診が手途いから潔うこと 録が偽人のものとなったeその摂家族のものが書籍気になり� 係んでもちったところ，室事ふ号F

がで怒ず，キツネ者僚の杉のホ令後F裂したところ家に不吉鮮が緩いた為，その杉の木を務事事委主iこ 濁寧で大白書n~突の石害事会中決案のE霊殿内1:運べといわれ，それ以来{約zó王手前) ~草案案内 l:::jje

. ;1:，1':::(1)碑CIこ穫もれ械献・ったが州都こ震かれているi3:とんどゑ1桝Jっている0奉書きしたという昭和初期の雲きも議;.0� 

大病を・したため，持んでもちったところキツネ却まの繰りであったということもい〈っか潟 つい員長返まで皮府機{寸:;;¥yンザマ)と信むられでいたが'..a;家 E去という郷土史家が自主ねて

かれる。� きてこの右鴻を総べたところ，火� B如来であるよことがわかったeこの大問初来の望書郡久!日� 

10F.l15Bであり，石織にゐつな草寺i丸祭8 ~$iJ{.t、Jむきさんと子供たちとで'15人分守らいの

5.八大龍王{ナミミキリフドウ) お繕と� S'ふかしを持ってゆ札六日加来11)穏に緩践の人たちをよんで苦手数式患をした穆

この神様iえきびしい紳織で姦い司院をするとIまち1i:あてる衿縫1:.った。

土地の入は^大雄三窓会。、7テラサマJ と呼ぴ，議事自は.IB2F.!258である。八大腕五五1:1:. 軍事者Eでは，後羽水1i:あげ，お署警銭をあげて絡んでいる。� 

後線電Eによ唱で総長れており，書写釘も後覇農家のE竜神の接客自でお� d"滋鯵の神様で61J，溺汐

大統好きな持織と怒れている。大漁の時には，ゃぐ.;t:f学り，� 11山命かち踊り子~J::.Q!.盛大 7 .馬顕態 管  
~r，ω 

ぷにか祭をする。

八大総去の毒事3主君事鯵iこ淘晶、守で滋建(1::1きっている。これは，議束の添1:1:rナサケの滅型仮滋 練場主tの南町「パタ� qJとよばれるお翼翼線奮の毒事がみる。ことは大型車地匂す韓交う遥裁の

{いなさ)Jといって，これ詩歌くと対象であるからだという。州工はr-文政:-t:;Ef!事室内側}� ため，土の中i ;1:11ニ緩もれて.� s側ほどしか見えない碑も‘あるが，現在1 恭ある。

8F.1綴沼」の銚がある。 一事毒事誇しいのは.� 1年ほど総，，� 6る人か移Jtが真喜いのヤ絡んでもらったところ.以前錫っ

ていな.5の鯵りだということで.:t<，に2号室草紙畿の砕を建てたということである。� 

6 大尽如来・八幡様

、
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伊)仏悦潟知事等法ムー
治安材?とみft 

…38 - - 39-

(ふな午「忠武i;

3
9
1
j
i
-
-手�

 



山元町 八重垣神社 

 
 ＜八重垣神社＞ 

  応永１６年（1409）に藤波祥学の祖、堯雄（ぎょうゆう）が伊勢神宮に詣でて、スサノウノミコト

の神霊を乞い、牛頭天王（ごずてんのう）と称し鎮守したと社伝にあります。社殿は寛政年間（1789～
1801）に造営されたもので、総欅造、彫刻「かご彫り」があります。 
例祭は旧暦 6 月 15 日の前後のどちらかの土日にかけて行われ、仙南地方の三大夜祭として広く知られて

います。 
 本祭りでは神輿渡御が行われ、およそ 30 人の担ぎ手によって笠野の海へと入っていく豪快な祭りの姿

を見ることができます。 
 

 
   
宮城の旅（http://miyagitabi.com/yamamoto/yaegakijinja/index.html）より 

 
47NEWS ＞  共同ニュース ＞  神社流失も、みこし発見 「新たな信仰の場に」宮城県山元町  
 
神社流失も、みこし発見 「新たな信仰の場に」宮城県山元町 
 「お天王さん」と地元で親しまれてきた宮城県山元町高瀬の八重

垣神社が、東日本大震災の津波で流失した。８０７（大同２）年の

創建と伝えられる町指定文化財。ただ、近くの元総代長宅で夏祭り

のみこしが見つかり、宮司の藤波祥子さん（５５）が活用策を検討

している。 八重垣神社はスサノオノミコトを祭り、初詣や夏祭り

には地元だけでなく、近隣の亘理町や福島県新地町からも大勢の人

が訪れていた。  
2011/04/29 14:22   【河北新報】    

 

 
 

鳥居 洗い場 

 
 

津波に流されながらも見つかったみこし＝２７

日、宮城県山元町高瀬の天神社 

http://www.47news.jp/�
http://www.47news.jp/news/�
http://www.kahoku.co.jp/news/2011/04/20110429t13034.htm�
http://47news.search.popin.cc/index.html?q=%E5%B1%B1%E5%85%83%E7%94%BA&r=reflink�
http://47news.search.popin.cc/index.html?q=%E5%85%AB%E9%87%8D%E5%9E%A3%E7%A5%9E%E7%A4%BE&r=reflink�
http://47news.search.popin.cc/index.html?q=%E5%85%AB%E9%87%8D%E5%9E%A3%E7%A5%9E%E7%A4%BE&r=reflink�
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